寮歌の形成過程と文化的背景 : 「花は櫻木」から「都ぞ弥生」へ by 下道 郁子
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歌の儀式



































（１）歌唱演目―明治 23 年～明治 28 年までの第一高等学校の例
　寮歌第１号「花は櫻木」が発表された明治 23 年頃から、「嗚呼玉杯」が生まれる明治 35 年
頃まで、一高生は学内で、どのような歌を歌ったり、鑑賞したりしていたのだろうか。第一高
等中学校時代の明治 20 年代、一高では未だ寮歌の理念も確立されておらず、応援歌に対する









































「Die Wacht am Rhein（唱歌）」「Kriegs Lied（四重音）」「Twilight is Falling」














「ロオレライ」では「G より E の『オクタアヴ』に上る邊餘程来るしかりし様に覚えぬ」と長
６度の跳躍音程の難しさを述べている。「音楽学校諸氏と音楽部との競争」については後述する。














器楽 「Voluntary 及び Washington’s March（風琴独奏）」「六十万人進行曲（風琴独奏）」
「The Nun’s Prayer（風琴独奏）」「碧蹄館」「ロオヘンクリン（洋琴独奏）」
「Bucephale（洋琴独奏）」「ヴィエンナ、マルチ（洋琴独奏）」「洋琴 Duett.」「洋琴トリオ」
「Donx Souvenir du pays（洋琴独奏）」「アンダンテ、トランキル（ヴァイオリン独奏）」
8 　『校友會雜誌』第 27 号」明治 26 年　pp.54-56
9 　『校友會雜誌』第 35 号」明治 27 年　pp.29-34


























　明治 23 年の端艇部歌「花は櫻木」が、同 25 年に落合直文作詞の寄宿寮歌「雪ふらばふれ」
が発表される。その後明治 28 年からは各寮が競って寮歌の創作を始めるが、初期に発表され
た約 13 の歌は、いずれも曲は軍歌等の指示があるのみで、オリジナルの曲ではない。しかし
明治 33 年第 10 回紀念祭寮歌「あおくすみたる」で初めて、作詞作曲とも寮生による寮歌が
生まれ、これを契機に 34 年以降になると、歌詞、歌曲共に充実し、「春爛漫の花の色」「嗚呼
11　『校友會雜誌』第 45 号」明治 28 年　pp.10-12
12　『校友會雜誌』第 48 号」明治 27 年　pp.36-51
－30－
玉杯に」などの名寮歌が続出し始める。この転換期の原動力となったと考えられるのが、明治


























































　明治 41 年『校友會雜誌』第 75 号に「各寮寮歌の曲譜に就いて」が掲載されている 17。詩や
16　『校友會雜誌』第 106 号」明治 35 年　pp.54-56













































































18　嶽水会雑誌　第 21 号、p.98　明治 36 年　第三高等学校嶽水会。『嶽水会雑誌』は明治 32 年創刊、前身は『壬
辰会雑誌』



























































































































る。1863 年頃、同校の卒業生で詩人、教育家の William Johnson Cory が作詩し、曲はやはり同















グリークラブは 1858、ミシガン大学グリークラブは 1859）。原曲の Die Wacht am Rhein はド
イツの愛国歌で、普仏戦争や第一次世界大戦の時に流行した。1840 年にドイツの詩人である
Max Schneckenburger によって作詩され、1854 年にドイツの Chorleiter である Karl Wilhelm が
曲をつけた。４声体の重厚で荘重な響きのする曲である。


















　一高の「嗚呼玉杯」（明 35）、三高の「紅もゆる」（明 37）、二高の「天は東北」（明 35）、五
高の「武夫原頭に」（明 38）等、各校の模範となる寮歌が出揃った明治 30 年代は、旧制高等
学校において精神的な文化が花開いた時期と解釈される。D・ローデンは著書“Schooldays in 
















　明治 20 年代のスポーツ至上主義から転じたのもこの頃である。明治 31 年の一高『高友會
雑誌』に掲載された「運動部諸君に訴ふ」は、ボートのテールをペンに、野球のバットを筆に
持ち替える生徒が増えているが、これは文芸部が運動部を排除しようとしているのではないと
言った内容である。明治 32 年の同 83 号掲載の「学生と精神修養」では、武士道において撃剣
柔道が、軍人にとって兵式訓練が精神修養であるが高校生にとって主となる精神修養は宗教や
哲学を探究することであると述べている。内面的な思考は「もう一つの精神的訓練」と位置づ
28　D.Roden Schooldays in Imperial Japan-A study in the Culture of a Student Elite Berkeley and Los Angels: 
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譜例１　「花は櫻木」
譜例２　「嗚呼玉杯」 譜例３　「紅もゆる」（原歌譜）
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譜例４　「都ぞ弥生」
